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【目的】梅エキス抽出物の mumefural (1) は、増殖したインフルエンザウイル

スが、宿主細胞から遊離する際に利用するノイラミニダーゼ (NA) だけでなく、

ウイルスの感染に関わるヘマグルチニンに阻害活性を有する。タミフルなどの

NA 阻害薬にない、感染と遊離の両方に阻害効果を示す点に着目し、新規抗イ

ンフルエンザ薬の探索を目的として、1 の誘導体合成、並びに、構造活性相関

研究に着手した。 
【方法・結果】当研究室にて、クエン酸 (2) を出発原料とする mumefural (1) の
合成法を確立している。本合成法を用いて誘導体を合成し、NA 阻害活性を測

定した。Mumefural (1) のヒドロキシジカルボン酸部分の有無と活性との相関、

並びに、エステル部のフルフラール単位の最適化の結果について報告する。 
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